
学校教育目標 
令和８年度が始まり、子供たちは毎日、元気に勉強や運動に励んでいます。４月、５

月の時期は学校では授業に向かう気持ちと態度を子供たちが自分自身の力で身に付け

られるように全校で取り組みます。これから１年間あるいは中学やその先の進路でも

役立つような「相手の目を見て話をしっかりと聞くこと」「先生の指示を先に聞いたう

えで自分の力で作業や学習を進めること」がとても大切な力となります。御家庭でも自

分のことは自分で行うような場面をできるだけ多く設けたり、人の話を遮らずに聞い

たりする練習に御協力をお願いいたします。 

さて、本年度の学校目標は「生き生きと学び、互いに協力し合う児童の育成」といた

しました。そして、学校のグランドデザインの中に盛り込んだ思い描く地域の姿は、「生

き生きと交流し、助け合う地域」、思い描く家庭の姿は、「生き生きと生活し、互いに

協力する家庭」といたしました。子供たちが生き生きと生活し、明るい未来を思い描き

ながら成長するためには、モデルとなる身近の私たち大人が生き生きとした存在であ

ることが大切だと考えます。そして、今後の時代に地域や社会で課題となる事柄に知恵

を出し合い協力して解決していくためには、自分の考えをしっかりともちながらも互

いを尊重する姿勢が大切となります。子供たちだけでなく子供たちのモデルとなる私

たち大人も相手を尊重し、協力していく姿を大切にしていきたいと考えます。 

生き生きと学ぶとは  

「生き生きと学ぶ」と一言で言っても、人それぞれのイメ

ージは異なることでしょう。本年度の八日市場小学校の学校

目標では、「自分にはできる」という思いをもちながら、自

分から学びを継続することを生き生きと学ぶ姿とさせていた

だきました。子供たちには自分を信じる気持ちをもちながら

積極的に学びを継続してもらいたいと考えています。 

自分を信じる力は根拠のないものでも構いませんが、失敗しながらも何かに挑戦し

て成功した上で得られるものであれば、より力強く子供たちを支えてくれるものと考

えます。各御家庭のお考えがあるものと思われます。その子に合った方法で根気強く

学びを継続する力を育てることに御協力をいただけるようお願いいたします。 

 

交通安全について 
 学校にいただいた春の交通安全運動のお知らせに次のようなことが書かれていまし

た。（令和８年３月２６日警察庁交通局『令和８年春の交通安全運動の実施について』より一部抜粋） 

・ 小学生は低学年ほど歩行中の事故、高学年になるほど自転車乗用中の事故の割

合が高い。 

・ 通行目的別では、幼児は「遊戯」児童は「下校」が最も多い。 

・ 法令違反等別では、幼児・児童とも「飛出し」が多い。 

・ 通行目的別では、小学生は「訪問」が最多、中学生・高校生では「登校」が最多。 

交通事故に子供たちが遭わないように家庭と学校で意識していきましょう。 
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